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香芝と北葛支部の役員さんが連帯協力

　

４
月
と
５
月
の
組
織
拡

大
強
化
月
間
に
お
い
て
、

各
支
部
で
は
新
規
加
入
者

目
標
の
達
成
に
向
け
、
現

場
訪
問
行
動
や
組
合
員
宅

訪
問
を
統
一
運
動
意
識
と

し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

各
支
部
で
は
組
合
員
さ

ん
の
現
場
や
作
業
場
を
は

じ
め
、
大
手
住
販
メ
ー

カ
ー
や
建
売
分
譲
現
場
、

町
場
の
現
場
を
訪
問
し
、

未
加
入
者
が
い
れ
ば
組
合

パ
ン
フ
や
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
し
て

組
合
加
入
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
組
合
員
事
業
所

等
に
お
い
て
も
ポ
ス
タ
ー

や
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
る
宣

伝
に
ご
協
力
頂
い
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
様
々
な
情
勢
か

ら
仲
間
が「
自
然
発
生
的
」

に
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

～何よりも建築組合の知名度アップに
　　　　　 つなげることが大事です～

５月も組織拡大強化月間
仲間が増えれば、諸要求もかなう

「数は力です」
団結してガンバロウ！

組
織
拡
大
パ
ト
ロ
ー
ル

組
織
拡
大
パ
ト
ロ
ー
ル

北
葛
支
部

　

春
の
陽
気
と
桜
満
開
の

中
、
交
通
安
全
週
間
も
ス

タ
ー
ト
し
、
建
築
組
合
組

織
拡
大
強
化
行
動
週
間
も

始
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
に
コ
ー
ナ
ン

プ
ロ
香
芝
店
に
お
い
て
7

時
30
分
か
ら
9
時
ま
で
朝

宣
伝
運
動
を
香
芝
支
部
・

北
葛
支
部
・
本
部
書
記
局

と
で
行
い
ま
し
た
。
朝
早

く
か
ら
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
組
合
本
部
の

宣
伝
カ
ー
に
て
組
織
拡
大

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。
世
情
厳
し
い
中
、
役

員
さ
ん
宅
や
事
務
所
や
倉

庫
・
工
場
等
を
訪
問
し
な

が
ら
の
街
宣
パ
ト
ロ
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
事
務
所
で
は
現
場

宣伝カーで北葛支部管内を巡回

事業所訪問し未加入者紹介をお願い

安
全
の
最
優
先
と
未
加
入

者
紹
介
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
等
の
組
合

の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
共
に
お
願
い
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ニ

　
　
　
　
　

ア
会
員
さ
ん

　
　
　
　
　

の
工
場
や
事

　
　
　
　
　

務
所
で
は
世

春の組織拡大運動に突入
支部と連帯協力！　コーナンＰＲＯで組合ＰＲ
春の組織拡大運動に突入
支部と連帯協力！　コーナンＰＲＯで組合ＰＲ

４月１日から

せ
ん
。
何
ら
か
の
行
動
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
仲
間
が

増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

役
員
や
組
合
員
・
書
記

局
が
一
枚
岩
と
な
り
、
出

来
る
こ
と
か
ら
実
践
・
行

動
に
移
し
て
い
く
た
め
に

組
合
の
存
在
を
知
っ
て
も

ら
う
行
動
と
し
て
、
近
隣

支
部
同
士
が
連
帯
協
力
し
、

コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
や
ビ
バ

ホ
ー
ム
で
の
朝
宣
伝
行
動

を
進
め
る
計
画
を
立
て
、

年
７
回
、
コ
ー
ナ
ン
プ
ロ

香
芝
・
三
条
大
路
・
西
大

和
店
、
ビ
バ
ホ
ー
ム
橿
原

の
４
店
舗
を
巡
回
す
る
形

で
実
施
し
ま
す
。

　

１
回
目
の
行
動
と
し
て
、

４
月
11
日
（
金
）
の
朝
７

時
半
か
ら
９
時
ま
で
コ
ー

ナ
ン
プ
ロ
香
芝
店
に
お
い

て
、
本
部
か
ら
は
松
井
書

記
長
と
書
記
２
名
、
香
芝

支
部
よ
り
和
田
支
部
長
、

山
本
副
支
部
長
、
細
川
書

記
長
、
北
葛
支
部
よ
り
藤

井
本
財
政
長
、
大
内
副
支

部
長
、
元
神
副
支
部
長
の

協
力
を
頂
き
組
合
宣
伝
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
か
ら
来
店
者
に
建
築
組

合
と
わ
か
る
よ
う
ビ
ブ
ス

を
着
用
し
て
宣
伝
行
動
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　

現
場
で
使
用
す
る
資
材

を
購
入
す
る
た
め
に
来
店

さ
れ
た
建
築
職
人
の
方
、

職
人
風
の
方
た
ち
に
も
声

を
掛
け
て
組
合
パ
ン
フ
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍

も
相
ま
っ
て
、
人
と
人
と

の
対
面
で
お
話
さ
せ
て
頂

く
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

た
め
、
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
の
組
織
拡
大
行
動
は

人
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら

れ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
配

布
し
た
宣
伝
物
を
現
場
等

で
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
組
合
の
名
が

広
ま
れ
ば
良
い
な
と
も

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

建
築
組
合
を
知
っ
て
も

ら
う
上
で
は
小
さ
な
き
っ

か
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

行
動
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
で
今
後
の
大
き
な
成

果
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

一
人
一
人

の
力
は
弱
く

て
も
、
そ
の

力
を
集
め
て

組
合
が
大
き

く
な
る
こ
と

で
、
国
や
地

方
自
治
体
は

要
求
に
耳
を

傾
け
ま
す
。

建
築
労
働
者
・

職
人
の
結
集
を
大
き
く
す

る
こ
と
で
諸
要
求
を
実
現

し
、
仕
事
と
暮
ら
し
を

守
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。「
数
は
力
」
で
す
。来店者へ声掛けをされる役員さん

情
や
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

　

安
全
最
優
先
で
く
れ
ぐ

れ
も
事
故
や
災
害
な
ど
な

い
よ
う
に
と
声
掛
け
を
さ

せ
て
頂
き
、
組
織
拡
大
強

化
も
お
願
い
し
て
組
織
拡

大
パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
了
し

ま
し
た
。

（
財
政
長 

藤
井
本
正
明
記
）
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奈良の木を使用した住宅への助成制度奈良の木を使用した住宅への助成制度
奈良県では県産材利用拡大を図るため、奈良県産材又は奈良県地域認証材に加えて、
奈良県産ＪＡＳを使用した住宅（新築、増築、改築又はリフォーム）に対して助成をします。

（募集期間）　令和7年４月１８日（金）～ 令和７年１１月１４日（金）必着
　　　　　　　※ただし、内装材のみ申請の場合は令和８年２月１３日（金）まで必着　
　　　　　　　※先着順　※募集期間内であっても予算に達した時点で受付が終了します。
（受付窓口）奈良県木材協同組合連合会へ持参、または郵送となります。

春
の
組
織
拡
大
行
動

香
芝
支
部

春
の
組
織
拡
大
行
動

　

４
月
14
日
（
水
）
に
支

部
長
と
支
部
役
員
6
名
が

支
部
事
務
所
に
集
ま
り
、

車
2
台
に
分
か
れ
香
芝
市

内
の
現
場
訪
問
行
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
支
部
事
務

所
近
く
に
あ
る
21
区
画
の

現
場
で
は
ア
ク
ア
ホ
ー
ム

の
新
築
現
場
が
あ
り
大
工

さ
ん
と
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
職

人
さ
ん
が
作
業
さ
れ
て
い

た
の
で
「
何
か
困
っ
て
い

る
事
は
な
い
で
す
か
？
」

と
声
掛
け
し
、
組
合
パ
ン

フ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
支
部

の
タ
オ
ル
を
手
渡
し
知
り

合
い
の
職
人
さ
ん
に
も
声

掛
け
し
て
も
ら
え
る
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
、

　

D
A
I
-S
E
I
の
新

築
現
場
と
関
西
ハ
ウ
ジ
ン

グ
の
新
築
現
場
で
も
大
工

さ
ん
が
作
業
さ
れ
て
い
た

の
で
声
掛
け
し
た
ら
未
加

入
者
で
し
た
の
で
、
組
合

パ
ン
フ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

タ
オ
ル
を
手
渡
し
困
っ
た

こ
と
が
有
れ
ば
組
合
に
相

談
し
て
下
さ
い
と
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　

五
位
堂
方
面
で
は
組
合

員
の
㈱
森
建
設
さ
ん
の
納

屋
改
修
工
事
現
場
と
外
壁

塗
装
の
現
場
、
日
之
出
水

道
さ
ん
の
下
水
工
事
現
場

２
カ
所
で
も
職
人
さ
ん
が

作
業
さ
れ
て
い
た
の
で
声

掛
け
し
、
組
合
パ
ン
フ
等

を
手
渡
し
知
り
合
い
の
職

人
さ
ん
が
居
ら
れ
た
ら
紹

介
し
て
下
さ

い
と
組
合
加

入
促
進
を
お

願
い
致
し
ま

し
た
。

　

今
回
現
場

は
少
な
か
っ

た
で
す
が
、

未
加
入
の
職

人
さ
ん
が
多

か
っ
た
の
で

現
場
訪
問
行

出産祝い金制度
青年組合員さん

交付申請を忘れずに

　組合では青年組合員の皆さんのお子様の誕
生を祝い、健やかな成長を願って、平成20年
から出産祝い金を給付しています。
　給付を受けられる方は、対象児の出生日前、
１年以上引き続き組合に在籍していること。
組合費及びその他の義務負担金を滞納してい
ないことが必要条件です。
　支給額は、１人につき２万円です。
　申請手続きや必要書類については、所属支
部や組合本部までお問合せ下さい。

※申請期限は、対象児の出生の日の翌日から
　２年以内にご提出ください。

動
が
一
人
で
も
多
く
組
合

加
入
に
繋
が
れ
ば
と
思
い

つ
つ
訪
問
行
動
を
終
え
ま

し
た
。

（
書
記
長　

細
川
浩
一
記
）

一括有期労災（建築・建設業）の適用範囲のご注意

■雨天や工事受注がない日に、自社の作業場や倉庫の片付けをしていて、
　労働者がケガした場合には、一括有期労災は適用となりません。

■通勤災害及び材料等の積込み中のケガ、ならびに片付け中のケガは、
　その当日の元請事業所に言わなければなりません。

下請けが多い事業所の皆さんへ

※上記のようなケースを心配される場合には、一括有期　労災と
　は別に、事務所用の労災番号を取り、加入すれば適用すること
　ができます。詳細については労災係までご相談下さい。

雨天等で現場に出られない日、
労働者が作業場等を片付け中にケガ

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

亡
く
な
ら
れ
た
仲
間

令
和
７
年
４
月
死
亡

橿
原
支
部　

西
川　

友
一
氏　
　

大　

工
（
93
歳
）

令
和
７
年
３
月
死
亡

宇
陀
支
部　

北
森　

吉
也
氏　
　

板
金
工
（
72
歳
）

宇
陀
支
部　

吉
田　

雄
二
氏　
　

大　

工
（
87
歳
）

生
駒
支
部　

髙
岡　

恵
二
氏　
　

大　

工
（
83
歳
）

橿
原
支
部　

鎌
塚　

忠
幸
氏　

タ
イ
ル
工
（
75
歳
）

奈
良
支
部　

東　
　

直
正
氏　
　

配
管
工
（
42
歳
）

・奈良県ＪＡＳ材、奈良県地域認証材又は奈良県産材を使用し、持家住宅の新築、増築、改築
　又はリフォームを行う事業者
・奈良県ＪＡＳ材、奈良県地域認証材又は奈良県産材を使用し、分譲住宅の新築を行う事業者

募集戸数 １４８件（棟）程度

足場設置や労働衛生面などを確認
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●
　

４
月
13
日
（
日
）
に
組

合
本
部
会
館
に
お
い
て
、

奈
良
建
築
青
年
部
61
回
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
の
参
加
者
は
６

支
部
13
名
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
本
部
の
中
委

員
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、「
こ
れ
か
ら
の
組
合

を
牽
引
し
て
い
く
の
は
青

年
部
に
よ
る
行
動
力
で
あ

り
、
未
加
入
者
へ
の
声
か

け
を
中
心
に
組
織
拡
大
行

動
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
力
強
い
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

 

議
長
団
に
は
生
駒
支
部

の
宇
野
さ
ん
と
奈
良
支
部

の
内
田
さ
ん
が
務
め
ら
れ

議
事
進
行
は
ス
ム
ー
ズ
に

力
と
団
結
で
組
合
を
発
展
さ
せ
よ
う
！

組
合
青
協・第
61
回
定
期
大
会

大会に参加された青年部員みなさん 運動方針を提案する中田青協議長と議長団の宇野さんと内田さん

議　　長　　中田　米晃（五條）
副　議　長　　増田　　昂（奈良）
奈良部長　　内田久爾夫
生駒部長　　宇野　佑弥
天理部長　　山下　真司
橿原部長　　古川　勝浩
桜井部長　　向出　篤史
香芝部長　　和田　全立
五條部長　　西前　友晴

青協役員紹介（敬称略・順慣例）

法人になっても中建国保で 健保適用除外は国が定めた制度

　国土交通省では、建設業における人材確保と、公平で健全
な競争環境の構築を目的に、社会保険未加入対策を進めてい
ます。社会保険とは、一般的に「健康保険・厚生年金・雇用保険」
の３つがあげられます。このうち健康保険については「中建
国保に加入しているが大丈夫か？」という問合せを受けるこ
とがあります。
 全ての法人事業所と従業員５人以上の個人事業所は、法律
により「協会けんぽ」と「厚生年金」への加入が義務付けら
れています。
　しかし、すでに中建国保に加入している組合員さんは「健
保適用除外承認申請を行い、承認を受けることで、健康保険
は中建国保に残ったままで、年金だけを厚生年金とすること
が可能です。これは国が認めている制度で建設業許可申請や
経営事項審査においても「保険加入」の扱いとなり「適法」です。
　また、適用除外の承認を受けた事業所が従業員を新たに雇
用する場合も「健康保険適用除外承認申請」を行い、承認を
受けることで厚生年金と中建国保の組み合わせで加入するこ
とができます。
　しかし、元請や上位企業、社労士の指導では、健保適用除
外により建設国保に加入している仲間に対し、「建設国保は
社会保険未適用である」との誤った認識により、協会けんぽ
への加入指導が行われている事例がありますのでご注意くだ
さい。
　なお、常勤労働者が５人未満の個人事業所は「協会けんぽ」
に加入する必要はなく、中建国保のままで問題ありません。

　あらたに法人事業所を設立したり、すでに健保適用除外の承
認を受けている事業所が常勤労働者を雇用した場合でも「適用
除外」の手続きが必要です。事由発生の日から１４日以内に事
業所所在地を所管する年金事務所に申請しなければなりません。
　手続きが遅れた場合、中建国保の資格を失うこともあります
のでご注意ください。

これから法人設立を検討している方、
設立が決まったらすぐに組合に連絡を

◆あなたはどこに該当しますが、ご確認ください！

◎は社会保険の強制適用事業所。
　上記のとおり加入していれば
　適正な加入となります。

A 法人事業所
協会けんぽ

健康保険
◎ ◎

厚生年金
◎

雇用保険

◎
雇用保険

◎
雇用保険

加入義務なし
（入れません）

◎
厚生年金

○

国民年金

○

国民年金

年　金 雇用保険

一人親方

個人事業所
（従業員5人以上）

建設国保
（適用除外申請）

協会けんぽ

◎

市町村国保

○

建設国保
（適用除外申請）

建設国保

市町村国保

○

建設国保

個人事業所
（従業員5人未満）

B

C

D

ご注意を！
健保適用除外をしている事業所は適法です。
上位企業や自治体からおかしいと言われた
ら組合にご相談を！

進
み
ま
し
た
。
新
年
度
活
動

方
針
と
予
算
案
が
承
認
さ
れ

た
後
に
、
各
支
部
よ
り
活
動

経
過
並
び
に
次
年
度
計
画
案

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
青

年
部
員
が
減
少
し
て
い
る
中

で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
青
年

部
協
議
会
を
運
営
し
て
い
く

か
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
課
題

と
し
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
議
事
が
終

わ
り
、
桜
井
支
部
の
向

出
さ
ん
が
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
を
発
声
、
香
芝
支

部
の
和
田
さ
ん
が
閉
会

の
辞
を
述
べ
ら
れ
、
61

回
定
期
大
会
は
無
事
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　
（
担
当
書
記　

中
西
記
）
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　組合では建設工事に伴って生じる不測の事故による賠償事故を
補償できるよう、損保ジャパン代理店（株）ライフコートと提携
しています。
　工事遂行中に生じた偶然な事故、また建設工事にかかわる施設
および昇降機に起因する事故によって、第三者の身体障害または
財物損壊が発生した場合、法律上の賠償責任を負担することに
よって被る損害を補償します。
（例）内装業者が工事中にシートが飛ばされ室内にあった家財が
　　　水濡れ被害。施工ミスによる水漏れ被害。作業物落下によ
　　　る通行人へのケガ。
　　　リース車の破損（自走可能なリース・レンタルした建設工
　　　作用車両の破損事故）

「全国建設業労災互助会」

第三者賠償補償制度第三者賠償補償制度
工事中に第三者への賠償責任が発生するリスク

団体のスケールメリットを活かし、個別に同種の
補償（保険）に加入されるより割安な掛金となっています。

■年間掛金／建築１００％の場合
　　完成工事高　１千万円　　１３，５９６円
　　　　　　　　３千万円　　３４，６０８円
　　　　　　　　５千万円　　４１，６０４円

※案内パンフレット希望・見積り希望・詳しい説明が聞きたいという方に
　つきましては、（株）ライフコート・さくらいの西山までご連絡お願いします。
　お問合せの際は建築組合員ですとお伝えください。
　　　　　☎０７４４－４５－３１５１　／ 桜井市大西４４５－３

■お支払限度額・自己負担額（標準プラン）

保険料シミュレーション

中建国保のホームページを
ご活用ください。

http://www.chuken.or.jp

所属の支部、保険料種別、家族数に応じた、月ごとの
保険料が簡単な質問に答えるだけでわかりま
す。ＱＲコードを読み取るとスマートフォン
専用ページを見ることができます。

　お買い物の際、レジで組合カードを提示することで、３％
の割引が受けられるようになりました。現金＆クレジット
カードどちらも可。
　早朝から営業していることで、プロ向けの住宅建材・用品
を専門に扱う同店は１２０店舗が営業していますが、今回の
奈良県建築組合との業務提携で３％の割引が受けられるのは
関西エリアの店舗となります。
　提携店舗は、近畿２府４県のコーナンＰＲＯ・ＷＯＲＫ＆
ＴＯＯＬ全店となりますが、「ホームセンターコーナン」及
び「コーナンドイト」店舗は対象外ですのでご注意ください。

※組合カードは各支部を
　通じてお渡しさせて頂
　いています。

組合員さん限定！

コーナンＰＲＯと建築組合の
提携がスタート。
近畿二府四県で３％割引
コーナンＰＲＯと建築組合の
提携がスタート。
近畿二府四県で３％割引
「三条大路店・香芝店に加え、
　　　　　　　河合町に西大和店がオープン」

組合の中建国保は、

17，500円以上
の医療費が返ってきます。

組合の中建国保は、

17，500円以上
他の組合にはない大きなメリットがあります。
新聞紙上やダイレクトメールで「建設連合・奈良県
建設組合」の建設国保について目にすることがあり
ますが、中建国保の魅力と比較していただければ、
中建国保の給付等の充実面がよくわかります。

安心ひろがる現金給付
償還金制度
■組合員の自己負担が１ヵ月17，500円を超えたとき（償還金）
70歳未満の組合員を対象に、医療費の自己負担がひとつの
病院・診療所で１ヶ月17,500円を
超えたときは、超えた額を償還金
として支給します。
対象となるのは、①入院、②通院、
③歯科、④調剤、⑤訪問看護療養費、
⑥療養費です。
ただし、組合員と家族の合算による高額療養費が支給され
る場合は支給対象とならないことがあります。
※加入した月から３ヶ月が経過してない時は支給されません。

現金給付
■傷病手当金（組合員が病気などで連続して５日以上仕事を休んだ時）
組合員が入院、入院外に関わらずお医者さんから仕事を休
むように言われたとき、休業が連続して５日以上であれば、
休業１日目から１日につき、入院の
場合は8,000円（日額）が支給。　
※種別に関係ありません。
入院外の場合は種別に応じ、4,000円
から2,000円の範囲で支給されます。
また、初回の支給開始から３年が経過
すれば、ふたたび入院・入院外それ
ぞれ50日まで支給をうけることができます。

※建設連合には償還金制度はなく、傷病手当金も
　入院のみで一律5,000円のみ。
※傷病手当金は市町村国保にはない制度です。

◎詳しくは組合本部や中建国保ＨＰや便利帳を再度ご確認ください。

の医療費が返ってきます。
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組
合
員　

２
、１
６
８
名　

支
部
組
織
人
員（
令
和
７
年
４
月
20
日
現
在
）

奈　良

生　駒

山　添

都　祁

郡　山

斑　鳩

天　理

東宇陀

田原本

北　葛

桜　井

香　芝

宇　陀

橿　原

菟田野

東吉野

御　所

吉　野

中吉野

五　條

川　上

西吉野

天　川

十津川

下北山

合　計

127

169

29

13

54

46

162

17

71

288

124

101

125

466

41

18

82

51

57

93

10

7

2

12

3

2,168

『先月より17名減』

今月の労災事故件数
（令和７年３月21日～
　　　令和７年４月20日まで）

一人親方１件／一括有期３件

1. 墜落・転落

項　　　目
一人
親方 合計

職人 業主

2. 転倒

3. 飛来・落下

4. 電動工具

5. 切れ・擦れ

6. 踏み抜き

7. 破壊・倒壊

8. 動作の反動・無理な動作

9. 交通事故

10. その他（激突・感電等）

合　　　計

一括有期

0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1

0
2
0
1
1
0
0
0
0
0
4

0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1

0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
2

令和７年４月新加入（敬称略）
支　部

天　理

北　葛

桜　井

桜　井

桜　井

宇　陀

宇　陀

橿　原

橿　原

橿　原

橿　原

橿　原

御　所

氏　名

武田　　隆

廣田　涼輔

伊達　千畝

豊森　一也

吉本　圭佑

吉岡　　将

廣隅　秀和

奥田　　覚

塩谷歩羽雅

中村　　修

萬谷　大樹

山口　大介

谷　　宜恭

紹介者

杉本　力哉

飯田　繁夫

向出　篤史

福嶋　三泰

向出　篤史

岡　精一郎

村井　利一

浅岡　政則

浅岡　政則

浅岡　政則

浅岡　政則

小谷　一夫

谷　　芳清

年令

48

25

25

68

35

18

55

58

29

56

33

45

40

職　種

建設業

防水業

外構業

建設業

足場、仮設業

水道設備工

総合建設業

足場工事業

電気工事士

建設業

大　工

大　工

建築大工

情
報
コ
ー
ナ
ー

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
や
建
災
防
奈
良
県
支
部
で
は

各
種
技
能
講
習
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

各
種
試
験
・
技
能
講
習
の
ご
案
内

情
報
コ
ー
ナ
ー

申
込
み
は
労
働
基
準
協
会
並
び
に
建
災
防
奈
良
県
支
部
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。       

基
準
協
会
や
建
災
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
（
組
本
）
は
組
合
本
部
が
会
場

◎ 

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
３
６
ー
２
０
４
０

　

○ 

玉
掛
け
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
５
月
19
日
〜
20
日（
組
本
）
実
技　
５
月
21
日

　
　

 

学
科　
６
月
19
日
〜
20
日（
組
本
）
実
技　
６
月
21
日

　

○ 

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
５
月
15
日
〜
16
日

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
５
月
27
日
〜
28
日

　

○ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
６
月
24
日

◎ 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
２
２
ー
３
３
４
５

　

○ 

足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
６
月
11
日
〜
12
日

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
６
月
24
日
〜
25
日

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
５
月
21
日
〜
22
日

　

○ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
６
月
19
日

　

○ 

足
場
の
組
立
て
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
６
月
18
日

この法律の対象

企業（工務店等）
（従業員を使用）

一人親方
（従業員を使用していない）

この法律の対象外例：一人親方として働く大工の場合

（事業者ではなく消費者からの請負）

消費者（個人の施主）が
リフォーム工事を発注（事業者からの工事発注）

企業がリフォーム
工事を発注

消費者

「フリーランス新法」ご存知ですか
建設業の一人親方との取引にも適用されます

気づかぬ間に違反の可能性
令和６年 11月から施行されたフリーランス・事業者間取引適正化等法について確認しましょう。
元請業者や上位請負業者がフリーランス（一人親方）に仕事を発注する場合、下記①～⑤のような法令遵守が義務付けられます。

①書面又は電磁的方法による取引条件の明示。　　　②完了後６０日以内に支払期日を定め、その定め通り報酬を支払うこと。
③１ヶ月以上の業務委託をしている場合は不当な受領拒否や報酬の減額等を行わない。
④ハラスメント対策の体制を整えること。
⑤募集情報の的確かつ最新の表示をすること。加えて６ケ月以上の業務委託を行う場合は、育児介護等と業務の両立に対する
　配慮や中途解除、更新止めを行う場合は３０日前までに予告や理由の提示を行うこと等。

※一人親方とは「請負契約の相手方である事業者で従業員を使用しないもの」とし、発注事業者とは「一人親方に工事発注する
　事業者で従業員を使用するもの」と定められています。

近年、働き方改革の影響や働き方の多様化から、
一人親方の保護が進められています。
知らない間に違反をされていた、違反をしていた
ということがないようにしましょう。
❖契約や支払い、業務内容など取引上のトラブル
　が発生した場合は、
　相談窓口「フリーランス・トラブル１１０番」
　☎０１２０－５３２－１１０にご相談ください。
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　各支部では２月上旬から３月の一括申告に備え、各支部では記帳学習会
などを開催しました。組合員の記帳能力の向上を図るため、組合本部で斡
旋している所得計算ノートなどを利用し税金申告相談会を開催しました。
　令和６年度分の一括申告の件数は、所得税６１６件（青色申告２８３件、
白色申告３３３件）で昨年度申告件数よりマイナス５５件となりました。
　マイナンバーの取り扱いと記載書類に関しては、支部での書類管理と保
存対応などについて共に意思統一をはかり、組合員さんにはマイナンバー
への対応についてご理解とご協力を頂くことができました。
　「適格請求書保存方式（インボイス方式）」も２０２３年から実施され
ています。実施されたことで課税事業者の消費税納税額が増加するばかり
か、適格請求書を発行できない免税事業者にとっては、値引きの強要や取
引から排除されるなど、いずれにとっても中小零細事業者にとっては死活
問題につながっていきます。
　組合では今後も消費税増税反対・適格請求書保存方式見直し・中止を求
め、政治の動向等にも注視しながら、全建総連の仲間と力を合わせ、反対
運動を進めていきます。

税務署管内

奈良税務署

桜井税務署

葛城税務署

吉野税務署

合　計

昨年度

青色申告

５１

６９

１２８

３５

２８３件

２９７件

白色申告

９０

４４

１８３

１６

３３３件

３７４件

管内件数

１４１

１１３

３１１

５１

６１６件

６７１件

(内) e-tax

１４１

１１３

３１０

　５１

６１５件

４２１件

消費税

　　８６

　６４

１８６

　２８

３６４件

３４６件

正確な記帳がますます重要に

　616件を一括申告令和６年分
所得税確定申告

　616件を一括申告令和６年分
所得税確定申告

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者

（
事
業
主
に
使
用
さ
れ
、

賃
金
を
受
け
て
い
る
人
）

の
災
害
に
対
す
る
保
護
を

目
的
と
す
る
制
度
で
す
が
、

建
設
業
の
労
災
保
険
は
一

「事務所・作業場・倉庫」 等の
労災保険

工事現場以外の業務とは…
①作業場で（請負工事とは無関係な）木材等
　を加工する。
②作業場・倉庫・資材置場で、手すきの時間
　（請負工事とは無関係）に片付け、整理、道
　具の手入れをする。
③事務の業務など。

・従業員が作業場で建築用金具を加工中にケガ
　をした。
　※請負工事につながる作業ならば「元請の現
　　場労災」を適用。
・雨天のため、従業員に倉庫の整理整頓を命じ
　たところケガをした。
・事務所内で事務員が転倒してケガをした。

　これらのケースは「事務所労災」を成立させてい
なければなりません。しかし、事業主が労災保険に
未加入であっても、ケガをされた労働者は労災保険
で救済されますが、労災保険加入の事業主に対しては、
さかのぼっての保険料の徴収や労災保険給付額の
100％又は 40％を徴収される費用徴収等のペナル
ティが課せられることもあります。

例えば

般
的
な
労
災
保
険
と
は
異

な
り
「
現
場
労
災
」
と
「
事

務
所
・
作
業
場
等
」
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

造
園
業
で
あ
れ
ば
「
剪
定

作
業
の
た
め
」
の
労
災
保

険
も
あ
り
ま
す
。

　
「
事
務
所
・
作
業
場
・

倉
庫
」
な
ど
の
労
災
保
険

に
つ
い
て
は
、
工
事
現
場

以
外
の
業
務
が
対
象
と
な

る
の
で
す
が
、

事
務
員
を
雇
用
（
同
居
の

親
族
除
く
）
し
て
い
る
場

合
、
ま
た
は
請
負
工
事
と

は
関
係
の
な
い
作
業
場
・

倉
庫
・
資
材
置
場
な
ど
で

の
作
業
が
あ
る
場
合
に
は
、

労
働
災
害
が
お
こ
っ
た
と

き
に
「
現
場
労
災
」
で
は

適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
「
工
事

現
場
以
外
の
業
務
」
を
行

な
う
「
労
働
者
」
の
労
働

災
害
に
備
え
る
も
の
と
し

て
「
事
務
所
・
作
業
場
・

倉
庫
」
の
労
災
保
険
（
略

称
「
事
務
所
労
災
」）
の

加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
計
算
方
法
は

労
働
者
の
賃
金
総
額
（
年

間
）
×
保
険
料
率
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
造
園
業
者
に
お

け
る「
剪
定
作
業
の
た
め
」

の
労
災
保
険
に
つ
い
て
は
、

土
木
工
事
を
伴
わ
な
い

「
樹
木
の
剪
定
や
手
入
れ

の
み
」
の
業
務
は
、
労
災

保
険
上
で
は
、
農
業
の
扱

い
に
な
り
、事
業
主
は「
樹

木
の
剪
定
や
手
入
れ
の

み
」
業
務
の
た
め
の
労
災

保
険
の
加
入
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
の
計
算

方
法
は
「
事
務
所
労
災
」

と
同
じ
で
す
。
労
災
保
険

の
ご
不
明
な
点
は
組
合
の

労
災
係
り
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「現場労災」だけでは
不都合なケースも！？

労災保険、大丈夫ですか

組合顧問弁護士へご相談下さい。
◎工事中・後の施主との工事代金不払い
◎竣工後の施工面のクレーム
◎元請や業者間との賃金不払い

◎手形や小切手の取引の問題
◎債権回収の相談　
◎従業員の賃金や雇用等に関する問題　

上記のような問題等を抱えておられたら、一人で悩まずにご相談下さい。組合では顧問弁護士
と契約を結んでいます。最初の３０分間は無料です。先ずは組合本部へご連絡下さい。

・直接、ご連絡頂く場合は建築組合員ですと申し添え下さい。
　奈良総合法律事務所　０７４４－２３－８６１１

仲
間
や
建
築
現
場
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　

組
合
で
は
春
と
秋
に
組
織
拡
大
強
化
月

間
を
設
け
て
、
新
規
加
入
者
１
０
５
名
を

目
標
に
各
支
部
組
織
拡
大
運
動
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

　

現
場
や
取
引
先
や
友
人
知
人
な
ど
、
組

合
に
未
加
入
の
建
築
関
係
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
事
業
主
・
一
人
親
方
・
職
人

を
問
わ
ず
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
合
事
業
内
容
と
し
て
中
建
国
保
、
労

災
保
険
、
税
金
申
告
、
建
設
業
許
可
な
ど

の
相
談
を
詳
し
く
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ご
紹
介
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
組
合
本
部
ま
た
は
所
属
支
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
に
よ
る
「
未
加
入
者
の
掘
り
起

し
」
と
「
声
か
け
」
が
最
大
の
力
と
な
り

ま
す
。


